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会
に
諮
っ
た
の
ち
行
政
命
令

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
所

有
者
が
市
外
や
県
外
在
住
の

た
め
管
理
義
務
の
意
思
を
確

認
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
旅

費
を
予
算
計
上
し
面
会
し
て

説
得
し
て
い
る
。

　

滑
川
市
は
、
海
岸
沿
い
の

市
街
地
が
郊
外
へ
の
人
口
流

出
に
よ
り
空
洞
化
し
空
き
家

問
題
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら

20
年
度
か
ら
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

人
口
が
集
中
す
る
対
象
地
域

に
は
、
住
宅
建
設
及
び
賃
貸

に
対
し
助
成
す
る
ほ
か
、
危

険
老
朽
空
き
家
対
策
事
業
と

し
て
、
危
険
性
が
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
建
物
等
に
つ
い

て
、
土
地
を
含
め
寄
付
可
能

な
も
の
は
寄
付
を
受
け
、
市

に
お
い
て
解
体
撤
去
し
て
い

る
。

　

こ
の
事
業
は
、
20
年
度
か

ら
25
年
度
末
ま
で
の
事
業
と

し
て
い
る
が
、
26
年
度
以
降

も
実
施
す
る
か
は
検
討
委
員

会
で
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
適
切
な
管
理
を
実

施
し
て
い
な
い
空
き
家
等
に

つ
い
て
は
、
環
境
美
化
促
進

条
例
に
基
づ
き
所
有
者
を
指

導
し
、
命
令
に
従
わ
な
い
場

合
の
罰
則
と
し
て
５
万
円
以

下
の
過
料
を
科
し
て
い
る
。

－

提
　
言

－

⑴　

長
期
的
な
視
野
で
の
空

き
家
調
査
を
行
い
、
現
状
と

将
来
の
動
向
を
把
握
す
る
こ

と
。

⑵　

空
き
家
対
策
は
、
防
犯

防
災
、
環
境
美
化
、
地
域
活

性
化
な
ど
目
的
に
応
じ
て
講

じ
る
べ
き
施
策
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
市
と
し
て
の
方
向

性
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

⑶　

空
き
家
対
策
に
係
る
条

例
を
制
定
す
る
場
合
は
、
南

九
州
市
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く

り
参
加
条
例
に
基
づ
き
、
市

民
へ
丁
寧
に
周
知
し
意
見
を

求
め
る
こ
と
。

　

常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会
中
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」、「
青
少
年
育
成
活
動
及
び
生
涯
学
習
の
活
性
化
に
つ
い
て
」、「
観
光
を

活
用
し
た
農
業
振
興
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
、
当
局
に
提
言
を
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
空

き
家
対
策
が
、
今
後
の
社
会

基
盤
や
生
活
環
境
を
整
え
て

い
く
う
え
で
課
題
と
な
る
こ

と
か
ら
、
新
潟
県
見
附
市
と

富
山
県
滑
川
市
で
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

見
附
市
は
、
所
有
者
の
高

齢
化
に
よ
り
空
き
家
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

10
月
か
ら
「
見
附
市
空
き
家

等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
管
理
不
全

な
空
き
家
等
が
あ
る
場
合
は

速
や
か
に
市
へ
情
報
提
供
す

る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　

市
は
、
情
報
提
供
に
よ
り

実
態
調
査
①
と
し
て
、
内
閣

府
が
示
す
住
宅
の
被
害
認
定

の
基
準
に
準
じ
て
判
定
し
、

さ
ら
に
調
査
②
と
し
て
、
飛

散
等
の
危
険
性
、
犯
罪
の
危

険
性
、
放
火
等
の
危
険
性
、

積
雪
に
よ
る
危
険
性
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
危
険

空
き
家
と
認
定
さ
れ
た
空
き

家
に
は
、
所
有
者
に
対
し
助

言
指
導
、
勧
告
を
行
い
、
な

お
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、

司
法
書
士
な
ど
を
含
む
審
査

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

閉会中の
所管事務調査

南九州市の
道筋を求めて

滑川市での調査
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は

新
潟
県
十
日
町
市
と
富
山
県

魚
津
市
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

十
日
町
市
で
は
、
地
域
の

子
ど
も
・
若
者
が
健
や
か

で
よ
り
た
く
ま
し
く
成
長

し
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
社
会
で
生
き
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
と
青
少
年
育
成
十
日

町
市
民
会
議
と
関
係
機
関
が

一
体
と
な
り
「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
も
う
～
で
き

る
こ
と
か
ら
、
や
っ
て
み
よ

う
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
は

ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

活
動
と
し
て
、
市
民
会
議

の
運
営
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
家
庭
の
日
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
読
書
推
進
事
業
、
社
会

環
境
実
態
調
査
、
機
関
誌
の

発
行
や
12
の
校
区
公
民
館
が

育
成
協
議
会
を
組
織
し
市
民

会
議
と
連
動
し
た
活
動
や
通

学
合
宿
・
寺
子
屋
塾
な
ど
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
礼
儀
作

法
を
体
得
さ
せ
て
い
る
。

　

家
庭
の
日
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、
第
３
日
曜
日
の
「
家
庭

の
日
」
の
定
着
策
と
し
て
、

第
３
日
曜
日
市
内
飲
食
店
の

協
賛
で
一
家
団
ら
ん
で
の
飲

食
に
対
し
定
価
の
２
割
引
き

を
実
施
し
て
い
る
。

　

魚
津
市
は
、
総
合
計
画
に

「
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
」

を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
子
ど

も
た
ち
が
心
豊
か
で
、
地
域

に
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
、
人
権
尊
重
の
啓
発
や

郷
土
芸
能
の
伝
承
に
努
め
て

い
る
。

　

13
の
地
区
公
民
館
で
は
、

地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
放

課
後
子
ど
も
教
室
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

県
民
会
議
及
び
魚
津
市
民
会

議
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
県
民
運

動
推
進
指
導
員
を
小
学
校
区

ご
と
に
１
名
配
置
し
、
非
行

防
止
の
た
め
の
街
頭
巡
回
活

動
や
住
民
へ
の
青
少
年
育
成

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
新
潟
県
上
越
市
と
富
山

県
南
砺
市
で
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

上
越
市
で
は
、
米
の
販
売

状
況
等
は
、
南
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
比
較
し
て
１
俵
当

た
り
１
万
円
ほ
ど
安
価
と

な
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
差
が
販
売
価
格
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法

人
「
雪
だ
る
ま
財
団
」
に
事

務
局
を
置
き
、
平
成
10
年
よ

り
「
農
村
生
活
体
験
」「
工

芸
体
験
」「
雪
国
体
験
」
な

ど
、
24
年
度
は
４
８
３
２
人

で
１
０
８
８
７
泊
の
実
績
で

あ
っ
た
。
宿
泊
者
の
獲
得
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
受
け

入
れ
を
２
泊
３
日
と
し
、
民

宿
へ
１
泊
、
農
家
へ
の
民
泊

を
１
泊
と
義
務
付
け
、
宿
泊

施
設
等
と
連
携
し
た
積
極
的

な
誘
致
活
動
が
図
ら
れ
て
い

る
。

　

南
砺
市
は
、
経
営
耕
地
面

積
は
６
９
１
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
う
ち
水
田
面
積
が
96
％

を
占
め
、
農
家
数
２
７
０
２

戸
の
う
ち
86
％
が
第
２
種
兼

業
農
家
及
び
自
給
的
農
家
と

な
っ
て
お
り
、
農
業
生
産
額

は
、
81
億
円
で
う
ち
米
が

56
億
円
で
７
割
を
占
め
る
。

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
も
全

国
に
先
駆
け
積
極
的
な
農
業

施
策
が
行
わ
れ
、
認
定
農
業

者
２
６
６
組
織
、
農
地
集
積

は
73
％
、
利
用
権
設
定
率

40
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
は
「
み
ん
な
で

農
作
業
の
日
」
と
称
し
、
世

界
遺
産
五
箇
山
の
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
活
用
し
交
流
人

口
増
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
品
に
つ
い
て
は
、

「
な
ん
と
の
農
産
加
工
ブ
ラ

ン
ド
品
認
定
制
度
」
を
創
設

し
、
消
費
者
の
評
価
向
上
と

需
要
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

－

提
　
言

－

⑴　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
、
魅
力
あ

る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
が

必
要
で
、
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
行
政
も
一
体
と

な
り
取
り
組
む
こ
と
。

⑵　

特
産
品
開
発
や
販
売
体

制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

⑶　

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定

事
業
等
を
導
入
し
、
ブ
ラ
ン

ド
品
を
明
確
化
し
た
販
売
戦

略
を
構
築
す
る
こ
と
。

⑷　

農
畜
産
物
に
付
加
価
値

を
付
け
て
提
供
で
き
、
宣

伝
・
販
売
ま
で
視
野
を
広
げ

る
農
家
の
育
成
に
努
め
る
こ

と
。

観
光
を
活
用
し
た

　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
◆

青
少
年
育
成
活
動
及
び

　

生
涯
学
習
の
活
性
化
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◆

活
動
参
加
呼
び
か
け
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

－

提
　
言

－

⑴　

青
少
年
育
成
市
民
会
議

と
青
少
年
校
区
民
会
議
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
市
民
会
議

に
専
門
部
な
ど
機
能
的
な
機

関
を
設
け
る
こ
と
。

⑵　
「
家
庭
の
日
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
参
考
に
、
柔
軟
性

の
あ
る
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
。

⑶　

歴
史
、
文
化
、
風
土
な

ど
を
活
か
し
、
集
団
生
活
や

通
学
合
宿
な
ど
の
取
り
組
み

な
ど
導
入
に
向
け
検
討
す
る

こ
と
。

魚津市での調査

五箇山の棚田（南砺市）




